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【手続補正書】
【提出日】平成23年3月14日(2011.3.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　薬学的に許容できる塩、溶媒和物、水和物、幾何異性体、互変異性体および光学異性体
を含む、式（Ｉ）
【化１】

［式中、
【化２】

は二重結合を表し、
　ｍおよびｎは、それぞれ独立して、１および２から選択されるが、
　ただし、ｍ＋ｎ≦３であり、
　Ｒ１は、
　　（ａ）Ｃ１－６－アルキル、
　　（ｂ）Ｃ３－７－シクロアルキル、
　　（ｃ）Ｃ３－６－アルケニル、
　　（ｄ）アリール、
　　（ｅ）アリール－Ｃ２－６－アルケニル、
　　（ｆ）アリール－Ｃ１－６－アルキル、
　　（ｇ）ヘテロアリール、
　　（ｈ）ヘテロアリール－Ｃ２－６－アルケニル、および
　　（ｉ）ヘテロアリール－Ｃ１－６－アルキル
から選択される基であり、
　ここで、いずれのヘテロアリールまたはアリール残基も、単独で、または別の基の一部
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として、
　　（ａ）ハロゲン、
　　（ｂ）Ｃ１－６－アルキル、
　　（ｃ）ヒドロキシ－Ｃ１－６－アルキル、
　　（ｄ）フルオロ－Ｃ１－６－アルキル、
　　（ｅ）Ｃ３－７－シクロアルキル、
　　（ｆ）ヒドロキシ－Ｃ３－７－シクロアルキル、
　　（ｇ）フルオロ－Ｃ３－７－シクロアルキル、
　　（ｈ）メチル－Ｃ３－７－シクロアルキル、
　　（ｉ）Ｃ３－４－シクロアルキル－Ｃ１－３－アルキル、
　　（ｊ）Ｃ３－４－シクロアルキル（ヒドロキシ）－Ｃ１－３－アルキル、
　　（ｋ）Ｃ１－６－アルコキシ、
　　（ｌ）フルオロ－Ｃ１－６－アルコキシ、
　　（ｍ）Ｃ１－２－アルコキシ－Ｃ１－４－アルキル、
　　（ｎ）Ｃ３－７－シクロアルコキシ、
　　（ｏ）フルオロ－Ｃ３－７－シクロアルコキシ、
　　（ｐ）メチル－Ｃ３－７－シクロアルコキシ、
　　（ｑ）Ｃ２－６－アルケニル、
　　（ｒ）フルオロ－Ｃ２－６－アルケニル、
　　（ｓ）Ｃ２－６－アルキニル、
　　（ｔ）ヒドロキシ、
　　（ｕ）-ＳＣＦ３、
　　（ｖ）-ＳＣＨＦ２、
　　（ｗ）-ＳＯ２ＮＲ６Ｒ６、
　　（ｘ）-Ｓ（Ｏ）ｅＲ７（式中、ｅは、０、１、２または３である）、
　　（ｙ）-ＯＳＯ２Ｒ７、
　　（ｚ）-ＣＮ、
　　（ａａ）-ＮＲ６Ｒ６、
　　（ａｂ）-ＮＨＳＯ２Ｒ７、
　　（ａｃ）-ＮＲ８ＣＯＲ７、
　　（ａｄ）-ＮＯ２、
　　（ａｅ）-ＣＯＮＲ６Ｒ６、
　　（ａｆ）-ＣＯ-Ｒ７、
　　（ａｇ）-ＣＯＯＨ、
　　（ａｈ）Ｃ１－６－アルコキシカルボニル、
　　（ａｉ）アリール、
　　（ａｊ）ヘテロアリール、
　　（ａｋ）アリールオキシ、および
　　（ａｌ）ヘテロアリールオキシ
から選択される置換基によって１つ以上の位置で場合により独立して置換され、
　ここで、いずれのアリールまたはヘテロアリールも、単独で、または別の基の一部とし
て、
　　（ａ）ハロゲン、
　　（ｂ）Ｃ１－４－アルキル、
　　（ｃ）Ｃ１－４－アルコキシ、
　　（ｄ）-ＣＦ３、および
　　（ｅ）-ＣＮ
から選択される置換基によって１つ以上の位置で場合により置換され、
　ｑは１および２から選択され、
　各Ｒ２は独立して、
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　　（ａ）ハロゲン、
　　（ｂ）Ｃ１－４－アルキル、
　　（ｃ）フルオロ－Ｃ１－２－アルキル、
　　（ｄ）Ｃ１－２－アルコキシ、
　　（ｅ）フルオロ－Ｃ１－２－アルコキシ、
　　（ｆ）ヒドロキシ、および
　　（ｇ）－ＯＳＯ２ＣＦ３、
から選択され、
　Ｒ３は、
　　（ａ）水素、
　　（ｂ）Ｃ１－２－アルキル、
　　（ｃ）－Ｆ、および
　　（ｄ）－Ｃｌ
から選択される基であり、
　各Ｒ４は、独立して、
　　（ａ）水素、
　　（ｂ）メチル、および
　　（ｃ）オキソ
から選択されるが、
　ただし、Ｒ４がオキソである場合、ｍまたはｎのいずれかは２または３であり、そして
Ｒ４は炭素上で環窒素原子に対してアルファ位で結合しない、
　Ｒ５は、
　　（ａ）水素、
　　（ｂ）Ｃ１－４－アルキル、
　　（ｃ）フルオロ－Ｃ１－４－アルキル、
　　（ｄ）２－シアノエチル、
　　（ｅ）ヒドロキシ－Ｃ２－４－アルキル、
　　（ｆ）Ｃ３－４－アルケニル、
　　（ｇ）Ｃ３－４－アルキニル、
　　（ｈ）Ｃ３－７－シクロアルキル、
　　（ｉ）メチル－Ｃ３－７－シクロアルキル
　　（ｊ）フルオロ－Ｃ３－７－シクロアルキル、
　　（ｋ）Ｃ３－４－シクロアルキル－Ｃ１－４－アルキル、
　　（ｌ）Ｃ１－４－アルコキシ－Ｃ２－４－アルキル、
　　（ｍ）－Ｎ（Ｒ６）２－Ｃ２－４－アルキル、
　　（ｎ）イミダゾリルメチル、および
　　（ｏ）ピロリジニル－メチル
から選択される基であり、
　各Ｒ６は、独立して、
　　（ａ）水素、
　　（ｂ）Ｃ１－６－アルキル、
　　（ｃ）フルオロ－Ｃ２－６－アルキル、および
　　（ｄ）Ｃ３－７－シクロアルキル
から選択される基であるか、または
　２つのＲ６基は、それらが結合している窒素と一緒になって、メチルによって場合によ
り置換される複素環を形成し、
　各Ｒ７は、独立して、
　　（ａ）水素、
　　（ｂ）Ｃ１－６－アルキル、
　　（ｃ）フルオロ－Ｃ１－６－アルキル、
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　　（ｄ）Ｃ３－７－シクロアルキル、
　　（ｅ）メチル－Ｃ３－７－シクロアルキル、
　　（ｆ）Ｃ３－４－シクロアルキル－Ｃ１－３－アルキル、
　　（ｇ）アリール、および
　　（ｈ）ヘテロアリール
から選択される基であり、
　ここで、いずれのヘテロアリールまたはアリール残基も、
　　（ａ）ハロゲン、
　　（ｂ）Ｃ１－４－アルキル、
　　（ｃ）Ｃ１－４－アルコキシ、
　　（ｄ）-ＣＦ３、および
　　（ｅ）-ＣＮ
から選択される置換基によって１つ以上の位置で場合により独立して置換され、
　各Ｒ８は、独立して、
　　（ａ）水素、
　　（ｂ）Ｃ１－６－アルキル、
　　（ｃ）フルオロ－Ｃ１－６－アルキル、および
　　（ｄ）Ｃ３－７－シクロアルキル
から選択される基であるか、
　あるいは基ＮＲ８ＣＯＲ７中に存在する場合、Ｒ７およびＲ８は、それらが結合してい
る原子と一緒になってラクタム環を形成するか、または基ＮＲ８ＳＯ２Ｒ７中に存在する
場合、Ｒ７およびＲ８は、それらが結合している原子と一緒になってスルタム環を形成す
る、
ここで、
　アリールとは、一環または二環の炭化水素環系であって、少なくとも１個の芳香環を有
し、また６－１０個の炭素原子を有する環系であり、
　ヘテロアリールとは、少なくとも１つの環が芳香族を有し、また５－１０個の環原子を
有する（ここで１個以上の環原子が炭素以外のものである）単環式または二環式芳香環系
である、
］の化合物。
【請求項２】
　Ｒ１が、
　　（ａ）アリール、および
　　（ｂ）ヘテロアリール
から選択される基であり、
　ここで、いずれのヘテロアリールまたはアリール残基も、
　　（ａ）ハロゲン、
　　（ｂ）Ｃ１－６－アルキル、
　　（ｃ）フルオロ－Ｃ１－６－アルキル、
　　（ｄ）Ｃ１－６－アルコキシ、
　　（ｅ）フルオロ－Ｃ１－６－アルコキシ、および
　　（ｆ）-ＣＮ
から選択される置換基によって１つ以上の位置で場合により独立して置換される、請求項
１に記載の化合物。
【請求項３】
　いずれのヘテロアリールまたはアリール残基も、
　　（ａ）ハロゲン、
　　（ｂ）Ｃ１－４－アルキル、
　　（ｃ）フルオロ－Ｃ１－２－アルキル、
　　（ｄ）Ｃ１－２－アルコキシ、
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　　（ｅ）フルオロ－Ｃ１－２－アルコキシ、および
　　（ｆ）-ＣＮ
から選択される置換基によって１つ以上の位置で場合により独立して置換される、請求項
２に記載の化合物。
【請求項４】
　ｑが０である、請求項１～３のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項５】
　Ｒ５が、
　　（ａ）水素、
　　（ｂ）Ｃ１－３－アルキル、
　　（ｃ）Ｎ（Ｒ６）２－Ｃ２－４－アルキル－、
　　（ｄ）イミダゾリルメチル、および
　　（ｅ）ピロリジニル－メチル
から選択される基である、請求項１～４のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項６】
　各Ｒ６が、独立して、
　　（ａ）水素、および
　　（ｂ）メチル
から選択される基である、請求項１～５のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項７】
　ｍ＋ｎ＝２である、請求項１～６のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項８】
　Ｒ１が、
　　（ａ）フェニル、または
　　（ｂ）ベンゾチエニル
から選択される基であり、
　ここで、フェニルは未置換であるか、あるいは
　　（ａ）トリフルオロメチル、
　　（ｂ）クロロ、
　　（ｃ）メチル、および
　　（ｄ）メトキシ
から選択される置換基によって１つまたは２つの位置で独立して置換され、
　ｑは０であり、
　Ｒ３およびＲ４は水素であり、そして
　Ｒ５は、
　　（ａ）水素、
　　（ｂ）メチル、
　　（ｃ）エチル、
　　（ｄ）ジメチルアミノエチル、
　　（ｅ）イミダゾリルメチル、および
　　（ｆ）ピロリジニル－メチル
から選択される基である、請求項７に記載の化合物。
【請求項９】
・１－（フェニルスルホニル）－１，３，４，５－テトラヒドロピロロ［４，３，２－ｄ
ｅ］イソキノリン、
・４－メチル－１－（フェニルスルホニル）－１，３，４，５－テトラヒドロピロロ［４
，３，２－ｄｅ］イソキノリン、
・４－（１Ｈ－イミダゾール－２－イルメチル）－１－（フェニルスルホニル）－１，３
，４，５－テトラヒドロピロロ［４，３，２－ｄｅ］イソキノリン、
・Ｎ，Ｎ－ジメチル－２－［１－（フェニルスルホニル）－１，５－ジヒドロピロロ［４
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，３，２－ｄｅ］イソキノリン－４（３Ｈ）－イル］エタンアミン、
・４－エチル－１－（フェニルスルホニル）－１，３，４，５－テトラヒドロピロロ［４
，３，２－ｄｅ］イソキノリン、
・１－（フェニルスルホニル）－４－（ピロリジン－２－イルメチル）－１，３，４，５
－テトラヒドロピロロ［４，３，２－ｄｅ］イソキノリン、
・１－（フェニルスルホニル）－４－（ピロリジン－３－イルメチル）－１，３，４，５
－テトラヒドロピロロ［４，３，２－ｄｅ］イソキノリン、
・１－［（２－クロロフェニル）スルホニル］－４－エチル－１，３，４，５－テトラヒ
ドロピロロ［４，３，２－ｄｅ］イソキノリン、
・４－エチル－１－｛［２－（トリフルオロメチル）フェニル］スルホニル｝－１，３，
４，５－テトラヒドロピロロ［４，３，２－ｄｅ］イソキノリン、
・１－（１－ベンゾチエン－２－イルスルホニル）－４－エチル－１，３，４，５－テト
ラヒドロピロロ［４，３，２－ｄｅ］イソキノリン、および
・４－エチル－１－［（２－メトキシ－５－メチルフェニル）スルホニル］－１，３，４
，５－テトラヒドロピロロ［４，３，２－ｄｅ］イソキノリン
から選択される、請求項８に記載の化合物。
【請求項１０】
　ｍ＋ｎ＝３である、請求項１～６のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項１１】
【化３】

が二重結合を表し、
　Ｒ１が、
　　（ａ）フェニル、
　　（ｂ）フラニル、
　　（ｃ）チエニル、
　　（ｄ）イソキサゾリル、
　　（ｅ）イミダゾリル、
　　（ｆ）チアゾリル、
　　（ｇ）ピリジル、
　　（ｈ）イミダゾチアゾリル、
　　（ｉ）ベンゾフラニル、
　　（ｊ）ジヒドロベンゾフラニル、
　　（ｋ）ベンゾチエニル、および
　　（ｌ）ベンゾチアゾリル
から選択される基であり、
　Ｒ１は未置換であるか、あるいは
　　（ａ）フルオロ、
　　（ｂ）クロロ、
　　（ｃ）ブロモ、
　　（ｄ）メチル、
　　（ｅ）エチル、
　　（ｆ）ｎ－プロピル、
　　（ｇ）イソプロピル、
　　（ｈ）第三級ブチル、
　　（ｉ）トリフルオロメチル、
　　（ｊ）メトキシ、
　　（ｋ）エトキシ、および
　　（ｌ）シアノ
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から選択される置換基によって１つ以上の位置で独立して置換され、
　ｑは０または１であり、
　Ｒ２は、
　　（ａ）メトキシ、
　　（ｂ）エトキシ、
　　（ｃ）ヒドロキシ、および
　　（ｄ）-Ｏ－ＳＯ２－ＣＦ３

から選択される基であり、
　Ｒ３は水素であり、
　各Ｒ４は、独立して、
　　（ａ）水素、
　　（ｂ）メチル、および
　　（ｃ）オキソ
から選択される基であり、
　ここで、少なくとも１つのＲ４は水素であり、そして
　Ｒ５は、
　　（ａ）水素、
　　（ｂ）メチル、および
　　（ｃ）エチル
から選択される基である、請求項１０に記載の化合物。
【請求項１２】
・４－メチル－１－（フェニルスルホニル）－３，４，５，６－テトラヒドロ－１Ｈ－ア
ゼピノ［３，４，５－ｃｄ］インドール、
・４－エチル－１－（フェニルスルホニル）－３，４，５，６－テトラヒドロ－１Ｈ－ア
ゼピノ［３，４，５－ｃｄ］インドール、
・１－（フェニルスルホニル）－３，４，５，６－テトラヒドロ－１Ｈ－アゼピノ［５，
４，３－ｃｄ］インドール、
・５－メチル－１－（フェニルスルホニル）－３，４，５，６－テトラヒドロ－１Ｈ－ア
ゼピノ［５，４，３－ｃｄ］インドール、
・１－（フェニルスルホニル）－３，４，５，６－テトラヒドロ－１Ｈ－アゼピノ［３，
４，５－ｃｄ］インドール、
・７－メトキシ－６－メチル－１－（フェニルスルホニル）－３，４，５，６－テトラヒ
ドロ－１Ｈ－アゼピノ［５，４，３－ｃｄ］インドール、
・６－メチル－１－（フェニルスルホニル）－３，４，５，６－テトラヒドロ－１Ｈ－ア
ゼピノ［５，４，３－ｃｄ］インドール－７－オール、
・６－メチル－１－（フェニルスルホニル）－３，４，５，６－テトラヒドロ－１Ｈ－ア
ゼピノ［５，４，３－ｃｄ］インドール－７－イルトリフルオロメタンスルホネート、
・７－メトキシ－５，６－ジメチル－１－（フェニルスルホニル）－３，４，５，６－テ
トラヒドロ－１Ｈ－アゼピノ［５，４，３－ｃｄ］インドール、
・７－エトキシ－６－メチル－１－（フェニルスルホニル）－３，４，５，６－テトラヒ
ドロ－１Ｈ－アゼピノ［５，４，３－ｃｄ］インドール、
・１－［（２－クロロ－６－メチルフェニル）スルホニル］－３，４，５，６－テトラヒ
ドロ－１Ｈ－アゼピノ［５，４，３－ｃｄ］インドール、
・１－［（３－クロロ－２－メチルフェニル）スルホニル］－３，４，５，６－テトラヒ
ドロ－１Ｈ－アゼピノ［５，４，３－ｃｄ］インドール、
・１－［（３－クロロ－４－フルオロフェニル）スルホニル］－３，４，５，６－テトラ
ヒドロ－１Ｈ－アゼピノ［５，４，３－ｃｄ］インドール、
・１－［（２－クロロフェニル）スルホニル］－３，４，５，６－テトラヒドロ－１Ｈ－
アゼピノ［５，４，３－ｃｄ］インドール、
・１－［（３－クロロフェニル）スルホニル］－３，４，５，６－テトラヒドロ－１Ｈ－
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アゼピノ［５，４，３－ｃｄ］インドール、
・１－［（４－クロロフェニル）スルホニル］－３，４，５，６－テトラヒドロ－１Ｈ－
アゼピノ［５，４，３－ｃｄ］インドール、
・１－［（３－フルオロフェニル）スルホニル］－３，４，５，６－テトラヒドロ－１Ｈ
－アゼピノ［５，４，３－ｃｄ］インドール、
・１－［（４－フルオロフェニル）スルホニル］－３，４，５，６－テトラヒドロ－１Ｈ
－アゼピノ［５，４，３－ｃｄ］インドール、
・１－［（２，６－ジフルオロフェニル）スルホニル］－３，４，５，６－テトラヒドロ
－１Ｈ－アゼピノ［５，４，３－ｃｄ］インドール、
・１－［（２，５－ジフルオロフェニル）スルホニル］－３，４，５，６－テトラヒドロ
－１Ｈ－アゼピノ［５，４，３－ｃｄ］インドール、
・１－［（３，５－ジフルオロフェニル）スルホニル］－３，４，５，６－テトラヒドロ
－１Ｈ－アゼピノ［５，４，３－ｃｄ］インドール、
・１－［（２，４－ジフルオロフェニル）スルホニル］－３，４，５，６－テトラヒドロ
－１Ｈ－アゼピノ［５，４，３－ｃｄ］インドール、
・１－［（３，４－ジフルオロフェニル）スルホニル］－３，４，５，６－テトラヒドロ
－１Ｈ－アゼピノ［５，４，３－ｃｄ］インドール、
・１－［（２－メチルフェニル）スルホニル］－３，４，５，６－テトラヒドロ－１Ｈ－
アゼピノ［５，４，３－ｃｄ］インドール、
・１－［（４－メチルフェニル）スルホニル］－３，４，５，６－テトラヒドロ－１Ｈ－
アゼピノ［５，４，３－ｃｄ］インドール、
・１－［（２，５－ジメチル－３－チエニル）スルホニル］－３，４，５，６－テトラヒ
ドロ－１Ｈ－アゼピノ［５，４，３－ｃｄ］インドール、
・１－［（２，５－ジメチルフェニル）スルホニル］－３，４，５，６－テトラヒドロ－
１Ｈ－アゼピノ［５，４，３－ｃｄ］インドール、
・１－［（３，５－ジメチルフェニル）スルホニル］－３，４，５，６－テトラヒドロ－
１Ｈ－アゼピノ［５，４，３－ｃｄ］インドール、
・１－｛［４－フルオロ－３－（トリフルオロメチル）フェニル］スルホニル｝－３，４
，５，６－テトラヒドロ－１Ｈ－アゼピノ［５，４，３－ｃｄ］インドール、
・１－（１－ベンゾフラン－２－イルスルホニル）－３，４，５，６－テトラヒドロ－１
Ｈ－アゼピノ［５，４，３－ｃｄ］インドール、
・１－（１，３－ベンゾチアゾール－６－イルスルホニル）－３，４，５，６－テトラヒ
ドロ－１Ｈ－アゼピノ［５，４，３－ｃｄ］インドール、
・１－［（１－メチル－１Ｈ－イミダゾール－４－イル）スルホニル］－３，４，５，６
－テトラヒドロ－１Ｈ－アゼピノ［５，４，３－ｃｄ］インドール、
・１－［（６－クロロイミダゾ［２，１－ｂ］［１，３］チアゾール－５－イル）スルホ
ニル］－３，４，５，６－テトラヒドロ－１Ｈ－アゼピノ［５，４，３－ｃｄ］インドー
ル、
・１－｛［２－（トリフルオロメチル）フェニル］スルホニル｝－３，４，５，６－テト
ラヒドロ－１Ｈ－アゼピノ［５，４，３－ｃｄ］インドール、
・１－（１－ベンゾチエン－２－イルスルホニル）－３，４，５，６－テトラヒドロ－１
Ｈ－アゼピノ［５，４，３－ｃｄ］インドール、
・１－［（５－フルオロ－２－メチルフェニル）スルホニル］－３，４，５，６－テトラ
ヒドロ－１Ｈ－アゼピノ［５，４，３－ｃｄ］インドール、
・１－｛［３－（トリフルオロメチル）フェニル］スルホニル｝－３，４，５，６－テト
ラヒドロ－１Ｈ－アゼピノ［５，４，３－ｃｄ］インドール、
・１－｛［４－（トリフルオロメチル）フェニル］スルホニル｝－３，４，５，６－テト
ラヒドロ－１Ｈ－アゼピノ［５，４，３－ｃｄ］インドール、
・４－メチル－２－（３，４，５，６－テトラヒドロ－１Ｈ－アゼピノ［５，４，３－ｃ
ｄ］インドール－１－イルスルホニル）ベンゾニトリル、
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・１－［（４，５－ジクロロ－２－チエニル）スルホニル］－３，４，５，６－テトラヒ
ドロ－１Ｈ－アゼピノ［５，４，３－ｃｄ］インドール、
・１－［（４－第三級ブチルフェニル）スルホニル］－３，４，５，６－テトラヒドロ－
１Ｈ－アゼピノ［５，４，３－ｃｄ］インドール、
・１－［（２，５－ジメチル－３－フリル）スルホニル］－３，４，５，６－テトラヒド
ロ－１Ｈ－アゼピノ［５，４，３－ｃｄ］インドール、
・１－［（２，４－ジメチル－１，３－チアゾール－５－イル）スルホニル］－３，４，
５，６－テトラヒドロ－１Ｈ－アゼピノ［５，４，３－ｃｄ］インドール、
・１－［（３，５－ジメチルイソキサゾール－４－イル）スルホニル］－３，４，５，６
－テトラヒドロ－１Ｈ－アゼピノ［５，４，３－ｃｄ］インドール、
・１－［（５－クロロ－２－チエニル）スルホニル］－３，４，５，６－テトラヒドロ－
１Ｈ－アゼピノ［５，４，３－ｃｄ］インドール、
・４－（３，４，５，６－テトラヒドロ－１Ｈ－アゼピノ［５，４，３－ｃｄ］インドー
ル－１－イルスルホニル）ベンゾニトリル、
・３－（３，４，５，６－テトラヒドロ－１Ｈ－アゼピノ［５，４，３－ｃｄ］インドー
ル－１－イルスルホニル）ベンゾニトリル、
・１－［（４－メトキシフェニル）スルホニル］－３，４，５，６－テトラヒドロ－１Ｈ
－アゼピノ［５，４，３－ｃｄ］インドール、
・１－［（２－メトキシ－６－メチルフェニル）スルホニル］－３，４，５，６－テトラ
ヒドロ－１Ｈ－アゼピノ［５，４，３－ｃｄ］インドール、
・１－［（２－メトキシ－５－メチルフェニル）スルホニル］－３，４，５，６－テトラ
ヒドロ－１Ｈ－アゼピノ［５，４，３－ｃｄ］インドール、
・１－［（２－メトキシ－４－メチルフェニル）スルホニル］－３，４，５，６－テトラ
ヒドロ－１Ｈ－アゼピノ［５，４，３－ｃｄ］インドール、
・１－（１－ベンゾチエン－３－イルスルホニル）－３，４，５，６－テトラヒドロ－１
Ｈ－アゼピノ［５，４，３－ｃｄ］インドール、
・１－［（４－イソプロピルフェニル）スルホニル］－３，４，５，６－テトラヒドロ－
１Ｈ－アゼピノ［５，４，３－ｃｄ］インドール、
・１－［（４－プロピルフェニル）スルホニル］－３，４，５，６－テトラヒドロ－１Ｈ
－アゼピノ［５，４，３－ｃｄ］インドール、
・１－［（５－エチル－２－メトキシフェニル）スルホニル］－３，４，５，６－テトラ
ヒドロ－１Ｈ－アゼピノ［５，４，３－ｃｄ］インドール、
・１－［（５－ブロモ－２，３－ジヒドロ－１－ベンゾフラン－７－イル）スルホニル］
－３，４，５，６－テトラヒドロ－１Ｈ－アゼピノ［５，４，３－ｃｄ］インドール、
・１－［（５－クロロ－３－メチル－１－ベンゾチエン－２－イル）スルホニル］－３，
４，５，６－テトラヒドロ－１Ｈ－アゼピノ［５，４，３－ｃｄ］インドール、
・１－［（２－エトキシ－５－イソプロピルフェニル）スルホニル］－３，４，５，６－
テトラヒドロ－１Ｈ－アゼピノ［５，４，３－ｃｄ］インドール、
・６－メチル－１－（フェニルスルホニル）－３，４，５，６－テトラヒドロ－１Ｈ－ア
ゼピノ［５，４，３－ｃｄ］インドール、
・１－（フェニルスルホニル）－１，４，５，６－テトラヒドロ－３Ｈ－アゼピノ［５，
４，３－ｃｄ］インドール－３－オン、
・１－［（１，２－ジメチル－１Ｈ－イミダゾール－４－イル）スルホニル］－３，４，
５，６－テトラヒドロ－１Ｈ－アゼピノ［５，４，３－ｃｄ］インドール、
・２－フルオロ－５－（３，４，５，６－テトラヒドロ－１Ｈ－アゼピノ［５，４，３－
ｃｄ］インドール－１－イルスルホニル）ベンゾニトリル、
・１－（ピリジン－３－イルスルホニル）－３，４，５，６－テトラヒドロ－１Ｈ－アゼ
ピノ［５，４，３－ｃｄ］インドール、および
・１－（フェニルスルホニル）－３，４，５，６－テトラヒドロ－１Ｈ－アゼピノ［５，
４，３－ｃｄ］インドール－３－オール
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から選択される、請求項１１に記載の化合物。
【請求項１３】
　治療に使用するための請求項１～１２のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項１４】
　５－ＨＴ６レセプター関連の障害の治療または予防に使用するための請求項１～１２の
いずれか一項に記載の化合物。
【請求項１５】
　薬学的に許容できる希釈剤または担体と組み合わせて活性成分として請求項１～１２の
いずれか一項に記載の化合物を含有する医薬品製剤。
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